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1 章 チャム人呪術師の現状：現地調査より 

(1) クルーとなった経緯 

 本調査の質問事項のなかの主要なものの 1 つに， 

どのような経緯でクルーになったのかという問い

がある。これへの答えは大きく分けて 2 つあり，

先達のクルーから教えられた場合と夢などの神秘

体験によって学んだと主張する場合であった。前

者の場合は，親（父の場合が大半）や祖父といっ

た親族から学んだとする者が多く，その知識や技

術は豊富で系統だっているように見受けられた。

また特定の師にはつかなかったが，周囲の複数

のクルーから教えを受けたとする者も少なくな

かった。MSO は次のように話してくれた（87m/ 

20131127）。 

先生と言える人は 1 人ではない。友人から教えても

らって，それを暗記した。また評判の良いクルーが

いると聞けば，そこに行って教えてもらった。教え

てもらった内容は，例えば病気の時はこういう話を
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して，こういう治療法（水や紙）を行えばよい，と

いうことである。これらの教えてもらったことを合

わせて，自分の方法を確立した。  

 これに対して後者に属す者たちは，夢に現れた

人物や自分に憑依した霊から呪術を教わったこと

を契機にクルーとなったと説明している。これは

特に女性クルーに多く，自分自身の霊的体験から

この仕事を始めたというケースで，現実世界の師

につく機会はなかった者たちである。例えば葉な

どを使って呪術を行う SR（70f/20131027）はこう

言っていた。クメール・ルージュ期が終わった数

年の後，夢にアラブ人風の老人が現れ，呪文を教

えてくれるようになり，自分はそれを用いてク

ルーの仕事をするようになった。その夢は今も続

いていて，何か自分に良くないことが起こりそう

な時，事前に知らせてくれる，と。 

 LM（55f/20131029）は憑霊タイプのクルーであ

る。クルーとなった経緯について次のように述べ

てくれた。 

30 年ほど前に大病を患った後，夢のなかで自分の魂

が体から出ていき，1 人の男性に会った。男は湖の近 

くで自分に話しかけ，湖に入るように言った。自分

は何度も拒んだが，繰り返しそこに入るように言わ

れたので，入った。すると湖のなかには美しい小さ

な家があり，そこには神がいた。神は杖を持ち白い

服を来た老人だった。神は自分に呪術についての知

識を与えた。 

 その頃 LM は漁業を生業としていたが，夢を見

た後，それをやめてクルーとなった。家族に憑霊

時の様子について尋ねると，彼女は白い衣を着て

香水を付けると意識がなくなり，依頼者が求める

霊が下りてきて，彼女の口を通して語り始める，

ということであった。シアヌーク前国王の夭折し

た王女カンタ・ポパ（1962 年没）の霊が降りるこ

ともあったという。 

 類似のケースは男性クルーのなかでも数は少な

いが見られた。KY（53m/20131218）は主に病気を

治療するクルーであるが，その術を夢のなかでク

メール人（仏教徒のカンボジア人）の呪術師から

学び，クメール語やサンスクリット語の護符も用

いると述べた（写真 4）。彼の家にはメッカのカア

バ神殿のポスターがあり，家族の女性たちはヒ

ジャーブ（スカーフ）をしており，間違いなくム

スリムとして生活しているチャム人の家庭である

が，行っている呪術はクメール系のものである。

これは推測にしかすぎないが，もし実際にチャム

人がクメール人呪術師から学んで呪術師となり，

そのことを口にしづらい場合には，夢で見たと主

張することもあるかもしれない。いずれにせよ，

このように夢や憑霊を通して呪術を学んだと主張

するケースは，家族や周囲に適切な師がいない場

合に多いと言えるだろう。 

(2) 呪術の手法：3 つ文化の混交 

 クルーたちが実際にとり行う呪術の手法は多様

で，チャムパ，イスラーム，クメールの 3 つの文

化を起源にしていると分類することができる。こ

の分類は実際にそうであるかという真偽よりもむ

しろ，クルーがそのように認識している点に重点

を置いたものである。これは，それぞれのクルー

が自分の呪術を何に依拠しているととらえている

のか，さらには各々のアイデンティティの在り処

を示す重要な指標であると考えられる。 

 まずチャムパ王国に由来するとされる呪術とし

ては，HA（72m/20130808）の行ったものが特徴的

であった。彼は卵とろうそくを夜 9 時に持参すれ

ば，これらを用いて悩みの解決方法を占うことが

できると言い，これはチャムパ王国由来の呪術だ

 

写真 4 クメール語の呪文を書き留めた呪術師 KY の

ノート。依頼者の病状に応じて，呪文を選び，書き写し

て護符として渡すという。（撮影筆者） 
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と明言していた（写真 5）。また MD（50m/20131029,  

20131220）はチャムパ王国からカンボジアに逃げ

て来た時にチャム人が乗っていた船の絵を，護符

として用いることがあると述べている（写真 6）。 

 とは言え最も多く見られたのが，イスラームに

依拠すると主張される呪術の手法であった。ほと

んどのクルーが呪術をとり行う際にクルアーンの

「アーヤ」（アラビア語で「句」）を唱えると述べ，

クルアーンの句をアルミ板に書きこんだものをお

守りとして作っていた。またマレーシアで出版さ

れたクルアーン解釈書（TS/73m/20131029）や祈

祷書（HA/77m/20131030），さらには呪術書とそ

こから描き写された護符などが用いられていた

（SS/41m/20131204）。 

 もう 1 つが，カンボジアのクメール文化に根差

した呪術である。特に薬草などを用いるクメール

医術と呼ばれる伝統医療を利用する場合が多い。

例えば前述したように KY（53m/20131218）は夢

のなかでカンボジア人から呪術を学ぶと語るが，

その家の裏庭の小屋にはたくさんの患者が待って

いた。彼によれば，クルアーンは使わず，クメー

ル語やサンスクリット語の文言が書かれた護符，

さらには薬草の粉や自分の唾液などを用いて病を

治療するという。彼の家族はムスリムとして巡礼

やヒジャーブなどを実践しているわけだが，その

呪術にはイスラーム性は全く見られない。 

 ただしチャムパ，イスラーム，クメールの 3 要

素は，完全に独立したものではなく，他の要素と

の混淆が見られる。例えば TS（73m/20131029）

はモスクのイマーム（導師）（32）を務めるが，クルー

としては引退している。メッカ巡礼の経験者で，

家も裕福である。かつては家畜を治療する助手と

して働き，その後，呪術師として病気治療を中心

に活動していた。その呪術について尋ねると，ク

ルアーンに基づく知識だと考えているが，クメー

ル医術を学ぶプログラムに 2 年間参加した経験が

あり，自分の呪術は「科学に基づいた上で，イス

ラームとクメールを混合したようなもの」と述べ

ている。 

 クルーの SN（36f/20131128）もまた，「イスラー

ム人」の男性霊が自分の体に入り，呪術を学んだ

と主張する。彼女もクルアーンやアラビア語は用

いず，トランプや人相・手相から未来を占うとし，

自分の呪術は「イスラームとクメールの混合」だ

と述べた。MM（71m/20131203）も自分の呪術は，

チャムパに由来する呪術（後述するが「イルム・

アル＝ファラク」），クメール医術，クルアーンと

写真 5 クルーHA に指示され，卵と赤いろうそくを持

参した。HA は卵を水の入ったお椀に入れたが，その下

にはカッカ文字（チャムパ文字）が書かれた紙が敷かれ

ている。（撮影筆者） 

 
写真 6 MD の祖父が描いたとされる，チャム人がチャ

ムパ王国からカンボジアに逃れてくる際に乗った船の

絵。呪術の護符に用いられることもあるという。（撮影

筆者） 
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いうイスラームの融合だと述べていた。 

 先に述べたように，クルーたちが依拠する呪術

の文化的背景はそれぞれが依拠するアイデンティ

ティの現れだと考えられる。クルーたちを概観す

ると，純粋にチャムパ的呪術を用いる場合は極め

て少なく，彼らの大半はイスラームに依拠し，場

合によってはクメール的伝統を利用している。こ

の状況は，現在のカンボジア社会に生きるチャム

人の庶民的なアイデンティティ認識に通じると考

えられるが，この点は後に論じたい。 

(3) クルーという職業への視線と自己認識 

 チャム人呪術師への内外からの視点は単純なも

のではない。カンボジア・クメール社会にはチャ

ム人の呪術を畏怖しつつ依存するという様相が見

られる。またチャム人共同体内でも「チャムの

30％の人がクルーを信じているが，70％は信じて

いない」（SN/36f/20131128）とのクルー自身の言

葉があるように，呪術師が全面的に認められてい

るわけではない。特にカンボジアの外の「スンナ

派」イスラームを知る教養層からは強い批判の言

葉を聞くことが多い。クルーも実際に，「イマーム

やハケムといった偉い人たちは呪術を信じていな

い」（MT/60m/20131129）と述べている。 

 実際に，元国会議員のアフマド・ヤフヤー（1945

年生/m/20140203）は激しくクルーたちを批判し

ている。彼はチャム共同体のリーダーの 1 人で，

クルアーンのチャム語・クメール語への翻訳書刊

行やチャム人の学生への奨学金支援などを行って

いる。これらの活動への援助は中東諸国からの支

援金であり，彼はこれらの国の人々とのつきあい

があり，「正統スンナ派」的イスラームをよく知っ

ている（33）。 

 筆者がクルーに関する質問を始めた時，まずア

フマド・ヤフヤーは「チャムのなかにクルーがい

るのか」と驚いた表情を示した。その後，筆者と

問答をしたところ，彼は若い頃はチャム人のク

ルーの家に世話になっていたことがあり，その実

態についてはよく知っているが，今もまだクルー

がいるとは思いもよらず，驚いた表情を示したと

いうことが分かった。この反応にはいろいろな解

釈が可能であろうが，少なくとも彼は現在，チャ

ムのクルーの存在とは無縁であることを筆者に示

したいと考えたことは確かである。 

 さらにクルーについてどう思うかと尋ねると，

以下のような内容の返答であった。 

私はそういった人たちを信じない。1 つに，そのよう 

なクルーになるのはイスラームの教えに反している

から。2 つに，彼らは人々に嘘をついているからだ。

悪魔にとり憑かれて，悪いことをさせられているの

だ。人はどうやって生きるのか選ぶ権利があるが，

クルーたちは容易い方法で生活の糧を得ようとして

いる。だからそういった人たちは，イスラームの教

えに照らして考えると，死んだ後に天国には行けな

いだろう。 

 ハック・ラヴィ（46m/20130702）もまたクルー

を強く批判している。彼はダクワ・タブリーグに

属すと考えられる人物である。その外見も，普段

から帽子と長衣を身に着けて濃い髭をたくわえる

というカンボジア内では異彩を放つ独特のもの

で，南アジアや中東のムスリムを彷彿とさせる。

出身地を尋ねると，ダクワ・タブリーグの拠点の

あるプム・トゥリア（旧コンポン・チャム州／現

トボン・クム州）であり，職業を尋ねたところ，

人々にイスラームを教える先生のようなもの，と

いう返事が得られた。しばしばプノンペンのサア

ド・ビン・アビー・ワッカース・モスクの中庭に

たたずんでおり，他のチャム人によれば，イスラー

ムに詳しい人だから彼に聞くとよい，とのことで

あった。 

 ハック・ラヴィにクルーについて尋ねたところ，

次のような回答であった。 

イスラームの考えでは，クルーは最悪の存在だ。はっ

きりと分からないこと，例えばなくなった物の場所

などを適当に言っているだけ。本当のことはアッ

ラーのみが知っている。彼らのイスラーム理解は間

違いで，ジャハンナム（34）（地獄）に行くだろう。 

 ヌール・アル＝イフサーン・モスクのイマーム

兼ハケムのレ・ラザリ（43m/20131128）も同様に

クルーを否定している。彼は 9 年間サウディ・ア

ラビアのメディナに留学しており，流暢なアラビ

ア語を話す。筆者が「この辺りにクルーはいない
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か」と尋ねたところ，次のような回答であった。 

この辺りにクルーがいるかどうかは分からない。そ

もそもイスラームにはクルーはいない。未来のこと

は人間には分からないので，クルーの仕事はイス

ラームに反している。 

 これらに対して，クルーたちの大半は呪術を正

当化しようとしていた。その根底には，呪術を「良

い呪術」と「悪い呪術（邪術）」に二分する発想が

見られる。これに基づき彼ら自身は前者を用いて

いるのだからイスラームに反しない，と主張され

ることが多い。DM（62m/20131218）によれば，

クルーのなかにはクルアーンからのつまり「アッ

ラーからの知識（イルム・ポー）」に基づく者と，

「アッラー以外からの知識（イルム・トゥナウ）」

に基づく者がいるという。「ポー」も「トゥナウ」

もチャム語で，「ポー」は神への敬称である。「トゥ

ナウ」は DM によればクルアーン以外からの知

識のことで，具体的にはジンやシャイターンの

他（35），死者や木の霊など非イスラーム的存在から

教えられたものだという。また死者や木の霊は，

クメール的またはチャム的な概念で，反イスラー

ムとしてとらえられている。DM に，前述したイ

ンタビューを断った裕福なクルーについた尋ねた

ところ，「クルアーンに基づかないことをしている

ので，それを隠そうとしたのだろう」とも述べて

おり，非イスラーム的クルーを批判的に見ている

ことが分かる。 

 MM（71m/20131218）も同様に呪術を二分し，

クルアーンと医療を用いることはイスラーム的，

クルアーンを用いない場合は「シルク（多神崇拝）」 

だとする。前者について言えば，チャム人呪術師

はキンマの葉（36）を病の治療に使うことを好む。

MM によればジンやシャイターンが依頼者の体内

にいる場合，この葉の匂いや味を嫌がるので，こ

れを用いてそれらを弱体化させた後，クルアーン

のアーヤを唱えて追い出すという。後者で用いら

れている「シルク」という言葉であるが，これは

アラビア語で「多神崇拝」を意味し，当然ながら

一神教であるイスラームでは究極的な神への冒涜

である。これについて MM は，アッラーを忘れて

他のクメールの神々やジン，シャイターン，木な

どの霊に祈ること，また霊媒することであると説

明している。つまり，アッラー以外を信じること

で成り立っている呪術は「シルク」だと考えてい

るのである。このようにクルーはアッラーの言葉

そのものであるクルアーンに基づくかどうかでそ

の存在を二分し，当然ながら自らは前者に属すと

考えている。 

 この基準に加え，呪術が人を助けるものか，傷

つけるものか，という点でもクルーは二分される

という（MR/31f/20131226; SS/41m/20131220 ほ

か）。この 2 つの区分は，表現は異なるがほぼ同じ

もので，クルアーンに基づき人助けをするクルー

とクルアーンに基づかず人を害する者に二分して

いるようである。RM（60m/20131027）にその呪

術の起源は何かと尋ねた際，彼はイスラームであ

ると答えた後，「これはクルアーンから学んだもの

で，イスラームに反しない。クルアーンのなかに

は人を助けるための句がある」と述べている。そ

の他，次のようなコメントも得られた。 

クルーには 2 種類いる。クルアーンの知識に基づく

者と基づかない者。だが外部からはそれぞれがどち

らのタイプなのかが分からないため，批判されてい

るのだと思う。また自分は人を傷つけるようなこと

はしない。以前，浮気している夫と離婚させて欲し

いと依頼されたが，これはできないと断った。仲直

りさせることならできる。（SKD/40m/20131226） 

人の問題を解決し，クルアーンと［クメール］医療

のみ使っているので問題ないと考えている。（MK/ 

67f/20131227） 

 このようにチャム人呪術師たちは，クルアーン

に基づき人助けをする「良いクルー」と，クルアー

ン以外の知識に基づき人を害する「悪いクルー」

の 2 種類にクルーを分け，自らを前者と主張する

ことで自己正当化をはかっている。これは少なか

らぬクルーが，クルーであるためには能力だけで

はなく，良い人格，誠実な人柄が必要であると述

べたことと関係していると考えられる。クルーた

ちはその仕事が批判にさらされがちだと認識し，

人を助けるために知識を使っていると強調する

ことで，批判をかわそうとしているとも考えられ

る（37）。  
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2 章 『占星術の書（キターブ・イルム・アル

＝ファラク）』をめぐって 

(1) 2 人の呪術師 

 筆者はこれまでチャム人の呪術書としての『キ

ターブ・イルム・アル＝ファラク』について，何

らかの文献で言及されたものを目にしたことはな

い。この『書』を知ったのは聞き取り調査のなか

で，偶然に言及したクルーがいたことが契機で

あった。だが『キターブ・イルム・アル＝ファラ

ク』という言葉そのものは明らかにアラビア語で

ある。「キターブ」は「書物」，「イルム・アル＝ファ

ラク」は「占星術」の意味で，『キターブ・イルム・

アル＝ファラク』は『占星術の書』となる。 

 この書について筆者に初めて語ってくれたの

は，イスラームではなくチャムパ由来の呪術を用

いると明言する HA（72m）であった。この後，他

のクルーたちにもこの『書』について尋ねたが，

知識を持つ者は少なく，そのなかでも曖昧なイ

メージだけを持つ者が多かった。最も詳細で確信

を持った説明をしてくれたのは結局 HA であっ

た。また，MD（50m）はその祖父も有名なクルー

で，チャムパの知識を十分に持っていたらしく，

そこからの伝聞ではあるが『書』について語って

くれた。本章ではこの 2 人のクルーたちの語りか

ら，『キターブ・イルム・アル＝ファラク』につい

て叙述していきたい。（以下の HA へのインタビュー 

は，2013 年 5 月 31 日と 8 月 8 月，12 月 4 日，12

月 25 日に，MD へのものは 2013 年 10 月 29 日と

12 月 20 日に行われた。） 

 HA はコンポン・チュナン州に生まれ，2013 年

当時 72 才，4 年前にメッカへの巡礼（ハッジ）を

終え，礼拝も欠かさない敬虔なスンナ派ムスリム

である。コンポン・チュナン州は母の出身地であ

り，父はベトナムに近い地域の出身であった。ク

ルーになったのは，師匠につき，さらに高名なク

ルーであった祖父の残したカッカ語（チャムパ語）

の書物を学ぶことによってであった。普段は病気

治療や夫婦問題，子どものトラブルなどの相談を

受けており，相談者の大半は女性で，クメール人

が多いという。未来については占わないのかと尋

ねたところ，普段は行わず，未婚の人に対しての

み，夜 9 時に卵を割ってグラスに入れて行うとの

ことであった（写真 5）。呪術としてはクルアーン

を用いず，ジンやシャイターンに命じて術をかけ

るとのことで，これは HA 自身も述べているよう

に，イスラームよりむしろチャムパの伝統に則る

呪術だという。 

 HA に，クルーのなかで未来についての占いを

する人が少ない理由を尋ねた際，ただ推測してい

るに過ぎないので需要が減ってきているという点

に加えて，「イルム・アル＝ファラク」の知識を持っ

ている人が減っているため，という返答が得られ

た。彼によれば，若い世代は外のイスラームの影

響を受けているので，この知識はイスラームに反

すると考えて学ぼうとしないという。ここでも従

来からチャム共同体にあったチャムパ系呪術が，

外部から入ってきたイスラームの教えによって存

在感を失いつつあることがうかがえる。さらに「イ

ルム・アル＝ファラク」とは何かと尋ねると，未

来を推測するための学問とのことであった。この

言葉がアラビア語で「占星術」を意味することか

ら，「月や星の動きを見るのか」と筆者が尋ねると，

その通りで，さらに体のホクロなどからも判断す

るとの返答であった。ただ，「これはイスラームに

反していて，ジンやシャイターンに属す。自分自

身は知ってはいるが，使わない」という説明が加

えられた。 

 しかし前述したように，彼はジンやシャイター

ンを使うと述べており，対外的には「イルム・ア

ル＝ファラク」を使わないと述べていても，実際

にはある程度用いているのではないかと推測する

こともできる。それはこれから述べる『書』につ

いての HA の言説からも推測される。彼はかつて

『書』を持っていたが，「イスラームに反する内容

のため 1982-3 年頃に捨てた」という。しかし同時

に「もし持っていても，人には見せないだろう」

と笑いながら述べていた。この HA は筆者がイン

タビューしたなかでは最も深い呪術の知識を持っ

ているように見受けられた。それは高齢というこ

ともあるだろうが，チャムパ系呪術を用いている

ことによるのではないかと考えられる。同世代や
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さらに高齢のクルーでもチャムパ系ではなくマ

レー系イスラームの呪術を学んでいる者もおり

（例えば HA（77m/20131030），AT（81m/20131226））， 

高齢者がチャムパ系呪術を用いるとは限らないこ

とが分かる。HA は，自分の呪術はクルアーンを

用いず，イスラームに由来せず，チャムパ伝来の

ものだと明言している。さらに彼の祖父もカンボ

ジア王家と関わりがあったほど高名なクルーで，

カッカ語を読み書きでき，チャムパの呪術につい

て造詣が深かったという。HA はそのチャムパ呪

術を継承しているという認識を強く持っているク

ルーであった。彼の語る『書』とその内容に関し

ては，最も信憑性が高いのではないかと考えられ

た。 

 次にもう 1 人のクルーMD であるが，彼は生ま

れも育ちもプノンペンの川沿いの集落で，インタ

ビュー時 50 歳であった。かつて彼の家は裕福で大

きな家に住んでいたが，人にだまされて財産を失

い，借金もできたため，今のような状態になって

しまったという（写真 7）。彼も HA 同様に，有名

なクルーであった祖父の教えを受けてクルーに

なったのであった。この祖父もカッカ語を話し，

アラビア語も理解できたが，クメール語はできな

かったという。MD への相談者もクメール人女性

が多く，内容も夫婦間の問題や病気，商売などだ

という。ただ彼は，未来も占うことができるが，

反イスラームであるためしない，と述べていた。

さらにクルーという職業も生活のためにしている

という意識があり，この仕事についてイスラーム

的に全く問題がないと思っているわけではない，

という。このように MD は HA と類似した家庭環

境に育ったクルーではあるが，チャムパ的呪術を

行っているわけではなく，イスラーム的価値観を

気にしている様子がうかがえた。 

 MD に『キターブ・イルム・アル＝ファラク』

について尋ねてみたところ，カッカ語で書かれた

ものだと聞いたことはあるが見たことはない，祖

父は持っていたようだが，『書』はクメール・ルー

ジュ期に土に埋められてその後，見つからなかっ

た，との答えであった。そしていくつもの絵や文

字が書かれた大きな布を見せてくれ，これがその

『書』に由来するものだと思うと説明した。例え

ば船の絵（写真 6）は，チャム人がベトナム人に 

追われてチャムパ王国からメコン川をさかのぼ

り，カンボジアにやって来た時の船で，チャムパ

王宮の木で作られており，乗っている人たちを敵

から守る力を持つ。これらの絵や文字も呪力を持

ち，紙に描き写して護符にするという。この布は

誰がいつ，何の目的で描いたのかと尋ねてみた。

すると彼は，これはクメール・ルージュ期の前に

祖父が『書』から描き写したもので，祖父は偉大

なクルーで未来を予知できたため，その後，どの

ようなことが起こるか分かっており，『書』が失わ

れる前に布に描き写し，内容が完全に失われない

ようにしたのだ，と説明してくれた。 

 実はこの後，HA に MD の布の写真を見せ，『書』

にこのような絵があったかと尋ねたところ，HA

は『書』は文字のみであったと述べた（20131225）。

MD は『書』を実際には見たことがないと明言し

ており，この布が偉大なクルーである祖父が大切

に保存していたものであることから，勘違いをし

ているという可能性も否定できない。ただ，MM

（71m/20131218）によれば，MD の住む地域の川

沿いの家に，かつてこの『書』を持っているクルー

がいると聞いたことがあるとのことで，それが

MD の祖父であるかもしれない。また DM（62m/ 

20131203）に布の絵を見せた際，『書』にはこのよ

うな絵があったと思うとも述べている。このよう

 

写真 7 川沿いにある MD の家。近所にある別のクルー

たちの家と比べると貧しいことがうかがえる。（撮影筆

者） 
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にクルーによって『書』のイメージは多様であり，

失われた呪術書の真の姿を描き出すことは簡単で

はないことが分かる。 

(2) 曖昧な『書』のイメージ：形態，内容，そし

て失われた理由 

 『書』のイメージは多様で曖昧であるが，それ

は書名にも言え，『キターブ・イルム・アル＝ファ

ラク』というアラビア語ではなく，『キターブ・ト

ムロク』や『キターブ・チュルブロク』という名

で呼ばれる場合がある。またこれらが同じ本の名

前ではなく，2 冊の別の本だったと述べるクルー

もいる。「トムロク」や「チュルブロク」の意味に

ついて何人ものクルーに尋ねたが，知る者はいな

かった。「イルム・アル＝ファラク」というアラビ

ア語は口頭では「イルムルファラク」という発音

になり，それが転じて「トムロク」や「チュルブ

ロク」になった可能性もあり，筆者は別の書では

なく同じ書ではないかと推測している。HA も，

人によって呼び方が違うだけで同じ本だと述べ

（20131225），MD も 2 つあるのかどうかは分から

ないとの返答であった（20131220）。 

 2 冊が別の本だと考えているクルーたちは，次

のように違いを説明している。HA や MD と同様

にクルーであった祖父から呪術を教えられたとい

う MM（71m/20131218）はこう語った。 

『キターブ・トムロク』は多様な呪術についての書

物で，カッカ語で書かれ，チャムパ王国のある村か

ら来たものである。「トムロク」の意味は分からない。

『キターブ・アル＝ファラク』［ママ］は『キターブ・

トムロク』とほぼ同じものだがカッカ語のものとそ

のジャウィ語（筆者注：アラビア文字で書かれた古

いマレー語（38））訳があり，結婚時期など未来を知

るための呪術について詳しく書かれていている。 

 また祖父母がクルーで，この書の一部を持って

いたという RM（60m/20131225）によれば，2 冊

の本の内容はとても似ていて，アラビア文字で書

かれていた。『キターブ・トムロク』は結婚相手な

どの未来について知る呪術が書かれ，『キターブ・

イルム・アル＝ファラク』は未来だけでなく，今

の生活のことを知る呪術についても書かれている

という。 

 夢をきっかけにクルーとなった ST は次のよう

なことを語ってくれた（45m/20131226）。 

『キターブ・イルム・アル＝ファラク』を他のクルー

が使っていたのを見たことがあるが，その人はもう

亡くなっている。それは「シルク（多神崇拝）」なの

で自分は使わない。『キターブ・トムロク』は「オル

セーの人たち」のところで見たことがある。 

 ここの「オルセーの人たち」とは前述したよう

にイマーム・サンの人々のことで，マジョリティ

の「チャム人」から，チャムパ性を残した反イス

ラーム的な呪術を使う人たちと認識されている。

このように 2 冊の内容的な違いは明白ではなく，

原本と翻訳書があったとすれば，それと混同され

ているのかもしれない。 

 次に，書物の形態についてもイメージは曖昧で

共通点が見られない。HA によれば，カッカ語だ

が，アラビア語に訳されていて，A4 サイズくらい

の大きさの 20 ページくらいの薄い本であったと

いう（HA/20131225）。AA（63m/20131224）は，

『書』について聞いたことはあるが自分は知らな

い，ただ近所に住む別のクルーが持っているのを

見たことがあり，1 冊の本というよりも，紙の束

のようなものだったと述べている。他方，AA と

同じ集落の MS（63m/20131224）によれば，その

妻の亡き父もクルーで，この『書』を持っていて，

とても分厚い本であったという。 

 ただし内容に関してのイメージは共通する部分

が大きい。これまで何度も言及したチャムパ的呪

術を行う HA は，この本を学べば死期や未来の出

来事が分かって，それを避けるようになり，アッ

ラーが全てを定めたとするイスラームに反すると

述べる（20131225）。DM（62m/20131203）は，「イ

ルム・アル＝ファラク」は未来を占うものだが，

未来はアッラーのみが知るのであり，シルクだと

いう。彼自身はマレーシアから来たアラビア語の

本を用い，クルアーンの章句を使って呪術を行っ

ており，「イルム・アル＝ファラク」には批判的で

ある。このように，未来について知るための呪術

の書であり，反イスラームであるという見解が他

のクルーからもよく聞かれた。「以前はよく知られ
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ていて，他の人が使っていたのを見たことがある。

未来を知ることができるが，自分は使わない」（MK/ 

67f/20131227）。 

 また「危険な書物」（SKD/40m/20131226）とも

描写され，この認識は，父から呪術を学んだ SS

（41m/20131220）自身の叔父に関する次のような

話からもうかがえる。 

『キターブ・トムロク』も『キターブ・イルム・ア

ル＝ファラク』も聞いたことがあるが内容は知らな

い。父からも教わっていない。未来を知ったり，体

中のホクロを知ったりするための良くない知識なの

で，イスラームに反する。クルーだった叔父がかつ

てベトナムにいてこの本を持っていたところ，政府

によって投獄された。マレーシア政府やベトナム政

府はこの本を禁じている。未来を知ることになる危

険なものだからである。そしてこの本を処分した。

叔父は 25 年ほど投獄され，今は釈放されている。こ

のような経緯があるため，昔の世代の人たちは下の

世代にこの本の知識のことを伝えようとしなかっ

た（39）。 

 このように『キターブ・イルム・アル＝ファラ

ク』は，未来を知るという反イスラーム的な内容

を持つ危険な書であり，真偽は別として，これを

持つことそのものが政治的な問題になると考えら

れるほどである。 

 そしてもはやこの『書』は現存していないわけ

であるが，消失の理由も上述した「危険な書」と

いう認識に通じるものである。クルーたちのなか

には，この『書』が現存しない理由としてクメー

ル・ルージュ期に紛失したとする者たちと自ら処

分したとする者たちに二分される。 

 クメール・ルージュは知識を敵対視し，知識人

の虐殺や焚書を行ったため，この時代には確かに

多くの文献が失われている（40）。イスラーム文献に

対してもクメール・ルージュは容赦のない過酷な

対応をとり，大量に破棄されたと考えられる。そ

してこれを守るために土に埋めるチャム人も少な

くなかった（Ysa 2006: 81; Okawa 2013a, 2013b, 

2014）。よってクルーたちのなかには，この『書』

もまたクメール・ルージュ期に失われたと考えて

いる者たちがいる。例えば前述したように MD は，

その祖父が持っていたがこの時期に失われたと述

べたが（71m/20131218），奇妙なことに次のよう

な MM（71m/20131218）の話は MD の内容に合致

している。 

『キターブ・トムロク』の大半はこの時代に失われ

たが，一部が紙や布に書かれて残され，かつてチュ

ロイ・チュンワー（筆者注：MD の住む地区）にこ 

の本を持っているクルーがいたらしいが，詳しいこ

とは分からないし，今はどうなっているのかも知ら

ない。『キターブ・イルム・アル＝ファラク』は，カッ

カ語のものはクメール・ルージュ期に失われたが，

これをジャウィ語に訳したものがあるらしい。 

 MM は実際に持っていたわけではないため，こ

れが真実であるかはここでは問題ではない。また，

MM の話のなかに登場するチュロイ・チュンワー

のクルーが MD の祖父かどうかも分からない。た

だこの呪術書がクメール・ルージュ期に失われた

と彼が考えていることは確かである。 

 他方，この『書』が反イスラームであることか

ら，チャム人共同体が自覚的に破棄したという考

えを口にするクルーたちもいた。つまりクメー

ル・ルージュ期を乗り越えて残されたが，その後

でチャム人の意図によってこの世から葬り去られ

たというのである。 

 HA（72m）が自ら『書』を破棄したと述べたと

いうことは前述した通りである。さらに MS

（63m/20131224）も自分で燃やしたと主張し，次

のようなことを語ってくれた。 

『キターブ・トムロク』と『キターブ・イルム・ア

ル＝ファラク』は未来について述べる反イスラーム

的内容で，自分はこの 2 つが混ざったものを持って

いたが燃やした。これはチャムパから来たもので，

オルセーのイマーム・サンからもらった。 

 このように MS は『書』は 2 冊あったが 1 冊に

まとめられたものを持っていたと述べており，

『書』の実態がどのようなものだったのかに関し

てさらに曖昧さを加える語りになっている。ただ

ここで重要なことは，彼もこの『書』がチャムパ

に起源を持ち，オルセーのイマーム・サン共同体

に由来する反イスラーム的な内容であることが破

棄の理由だと明言していることである。 
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 さらに AT（81m/20131226）はチャム人の教養

層がこれを嫌って破棄させたと述べている。 

その書について聞いたことはある。シャイターンを

使う術についての本で，特にチャム人の宗教知識人

たちが恐れて捨てた。 

 この宗教知識人は，カンボジア外のスンナ派イ

スラームの影響を受け，呪術を反イスラームと考

えていたと推測される。以上からチャム人共同体

が「自浄努力」としてこの『書』を葬ったとする

考えが，クルーのなかにあることが確認される。 

おわりに 

 カンボジアのチャム人ムスリム共同体は，チャ

ムパ王国に由来するとされる呪術書『キターブ・

イルム・アル＝ファラク』を失い，記憶のなかに

のみ保持している。若い世代は呪術師であっても，

もちろんそうでなくても，この『書』のことを知

らない。失われた理由は，他の多くの文献と同様

にクメール・ルージュ期に失われたということも

あるだろう。だがクルーたちの語りから，この悲

劇的な時代の後にも残っていたものがあったが，

チャム人の意図によって破棄されたことが明らか

になった。そしてこの意図とは，『書』が未来を占

うための反イスラーム的な内容であったため，共

同体上層部の宗教指導者やクルーたち自身が破棄

を決めたというものであった。 

 本稿でチャム人クルーの呪術には，チャムパ系，

イスラーム系，そしてクメール系の 3 種が見られ，

それぞれが彼らのアイデンティティを象徴してい

ると考えられると指摘した。この 3 要素はクルー

のみならず，カンボジアに居住するマイノリ

ティ・ムスリムであるチャム人全体に通じる。

American Institutes for Research によるチャム人の

自己認識調査の結果はすでにふれたように，「ク

メール・イスラーム」が 83％，「チャム」が 16.5％，

そして「クメール」が 0.5％であった。だがさら

にこのレポートは，チャム人はアイデンティティ

としてチャム性を強調しすぎると危険と考え，カ

ンボジア社会のなかで出すぎず調和を求めてい

ると論じている（American Institutes for Research 

2008: 26-27）。ここからもチャム人のアイデン

ティティはチャム人，ムスリム，クメール人の 3 

つに分かれるが，総じてチャム人であることは強

調せずに「カンボジアに住むムスリム」つまり「ク

メール・イスラーム」として身を処すことをよし

としていることがうかがえる。チャム人がチャム

パ王国復興を企んでいるという噂によって，マ

ジョリティのクメール人との関係が悪化したこと

があったと述べるチャム人もいる（American 

Institutes for Research 2008: 35）。 

 しかし過去にはチャム人としての民族意識が高

まった時期もあった。クメール・ルージュ期以前

の 1960 年代には，チャムパ王国の復興を求める政

治運動と深く関わるチャム人がいた（Jaspan 1970; 

Hickey 1982; 樋口 1995: 151-159, 276-281）。この

時期の民族意識の高まりはベトナム戦争期の特殊

な状況をふまえて考えなければならないが，少な

くとも当時のチャム人にとってのチャムパ王国の

重要性をうかがい知ることはできるだろう。これ

と比較すると，現在のチャム人のアイデンティ

ティにおけるチャムパ性は明らかに薄まってい

る。そうすると，本稿で明らかにしたチャム人共

同体が自らチャムパ王国起源とされる『書』を消

失させたことは，チャムパ性をそのアイデンティ

ティから薄めていくプロセスであったと言うこと

ができるだろう。 

 では呪術という面から考えてみると，チャムパ

王国の末裔であるチャム人であることを表に出さ

ないことにどのような意義があるのだろうか。そ

れはチャムパ王国が，その呪術の強さで知られて

いたことに関係する。チャムパ王国の伝承には王

室に仕える呪術師がしばしば登場し（チャン編

2000），またベトナムの姫と魔法の木の伝説（41）に

あるように，この国の滅亡理由もその呪術性が失

われてしまったからとする伝承さえある。 

 さらにチャムパ王国の呪術性の強さは，チャム

パ王国の伝統を色濃く残すとされるイマーム・サ

ン共同体が，マジョリティのチャム人からさえ強

い呪術を持つとおそれられていることからも見て

とれる。すでに『キターブ・イルム・アル＝ファ

ラク』が「オルセーの人々」つまりイマーム・サ
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ンの人々から来たと考えているクルーの ST

（45m/20131226）や MS（63m/20131224）につい

て言及したが，これもその 1 つの表れである。ま

たマジョリティのチャム人のなかで，イマーム・

サンの人々がイスラーム的に「間違った」呪術を

使っていると主張する者も少なからずいた。そも

そも「イマーム・サン」とは呪術に長けた聖人の

呼び名で，彼を崇拝する者たちの集団が「イマー

ム・サン」と呼ばれている。筆者がイマーム・サ

ンの長（オクニャー・クヌー）であるカイ・ティ

アム（74m/20130524）にインタビューしたところ，

次のように語ってくれた。この聖人は 300 年ほど

前にチャムパ王国のベトナムによる征服から逃れ

てカンボジアにやって来て，呪術に長けていたた

めカンボジア王に認められ，古都ウドンに土地を

与えられた，と（42）。 

 以上のような状況から，チャムパ性と呪術性の

強い結びつきが確認されるわけであるが，そうす

るとマジョリティのチャム人共同体で『キター

ブ・イルム・アル＝ファラク』が失われ現存しな

いという状況をどう考えればよいだろうか。これ

は，チャム人がチャムパ王国起源の反イスラーム

的な呪術を消し去り，ムスリムとしてのアイデン

ティティに重点を移そうとした結果である。マ

ジョリティのチャム人共同体は，イマーム・サン

共同体では今なお見られる呪術と混在していた土

着的イスラームを脱して，呪術を認めない「公的」

で「正統」なスンナ派イスラームに移行すること

を自ら選択したのである。 

 マイノリティというマージナルな存在はアイデ

ンティティ確保のため中心つまり核が必要であ

り，必然的に求心力または魅力のある中心に向

かっていく。チャム人呪術師の状況を見ると，そ

の依拠する術であるチャムパ系，イスラーム系，

クメール系の 3 種のなかで，時代を経るにつれて

チャムパ系が薄れ，イスラーム系とクメール系が

残っている。今やチャム人にとってチャムパ王国

という歴史上の存在にはアイデンティティの核と

なるような力はあまりなく，イスラームやカンボ

ジアのクメール人社会にはそれがあるということ

であろう。 

 チャム人はクメール・ルージュ期の大迫害の後，

共同体の外部との関わりを急激に増やしつつある。 

 1 つにはカンボジアのマジョリティであるクメール 

人社会により近づいている。上の世代ではクメー

ル語を話さないチャム人がいたが，若い世代はク

メール人社会と関わらずに生活することはできな

い。もう 1 つが，中東や南アジアのイスラーム諸

国との接近である。この共同体はマレーシアとは

歴史的に関係が深く，今もそれは継続されている。

だがそれ以外に，世界のグローバル化にともない，

クウェートやサウディ・アラビアといったアラ

ブ・イスラーム諸国からの援助や影響を多く受け

るようになり，モスクやイスラーム学校が建設さ

れ，留学する者も増えている。 

 このような状況のなかチャム人は，チャムパ王

国の末裔であるという伝統的なアイデンティティ

よりもむしろカンボジア人ムスリムつまり「ク

メール・イスラーム」というアイデンティティを

意識しがちである。そして呪術師たちも同様に，

呪術を認めない「公的」イスラームを考慮するよ

うになり，チャムパ系呪術の象徴である『キター

ブ』を時代のなかで封印することをよしとした。

この『書』の喪失は，このようなチャム人のアイ

デンティティの変化を背景として生じたと理解す

ることができるのである。 

 

 

後編注 
 
（32） 「イマーム」はアラビア語の用語をそのまま用いて

いる。 

（33） 例えば Becker 2011 や Eng 2013: 273-274, 282-283

を参照のこと。 

（34） 「ジャハンナム」もアラビア語の用語をそのまま用

いている。 

（35） ジンやシャイターンを使っていると明言するク

ルーはほとんどいなかったが，自分の呪術はイスラー

ムではなくチャムパ由来だと明言する HA（72m/ 

20130808）は，ジンやシャイターンを使って依頼者に

かけられた呪いを解いたと教えてくれた。だがクルー

たちはもし使っていてもそうだとは明かさないこと

がほとんどであろうと考えられる。SR（70f/20131027）

は，夢を見て相談者が自分の所にやって来ることが事

前に分かると語っていた。だが，その近所に住むク

ルーRM は，SR は邪術を使っていて「こういう人は相
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談者が悩みを話す前にその内容をジンやシャイター

ンが示唆するので分かる」と言っている（RM/60m/ 

20131027）。SR はジン・シャイターンという言葉を使

わずに状況を説明しているが，RM は実際には SR が

ジン・シャイターンを用いていると考えている。 

（36） キンマの葉は檳榔の実と組み合わされて，東南アジ

アで広く噛みタバコとして用いられてきた（Rooney 

1993）。カンボジアは，クメール人クルーもこれらを

病気の治療で用いている（Bertrand 2005: 320-321） 

（37） とは言え，自分が呪術を行っていることを肯定する

クルーのなかにも，実際には後ろめたく感じている者

もいる。RM（60m/20131027）には息子がいるが，「今

は科学の時代であり，学ぶ必要も継ぐ必要もない」と

述べていた。また他のクルーたちからも，実はクルー

になりたくなかったが，必要としている人に頼まれて

いるので（AA/63m/20131224），または生活の糧を稼

ぐために仕方なくやっている（MSO/87m/20131127; 

LM/55f/20131029），といった消極的な発言も見られ

た。 

（38） チャム人のジャウィ語使用に関しては，Bajunid 

2002a を参照のこと。 

（39） すでに本文でもふれたベトナムのチャム人クルー

のインタビューからも，共通する聞き取り結果が得ら

れている。筆者がカンボジアに近いメコン川沿いの

チャウドックで S というクルー（47f/20130714）にイ

ンタビューを依頼したところ，彼女は警察が呪術師の

仕事を禁じていると言い，かなり神経質な様子であっ

た。「イルム・アル＝ファラク」について尋ねると，

次のような回答が得られ，ベトナムのチャム人呪術師

にもこの『書』の伝統の記憶がまだあることが確認さ

れた。「それは未来について知るための知識で，父親

は知っていたが，自分は父親が亡くなってしまったた

め，これを教えてもらうことはできなかった。この学

問はシルクなので，その後，自分はあえて学ぼうとも

していない」。 

（40） クメール・ルージュはイスラームに対してのみでは

なく，仏教に対しても弾圧を行った。ワット（仏教寺

院）に納められた古いヤシの葉の写本や仏教文献が大

量に燃やされており，20％ほどしか残らなかったとい

う説もある。またチャム人共同体と同様に，焚書から

守るために仏教文献が土のなかに埋めて隠されるこ

ともあった（Harris 2012: 114-117）。 

（41） チャムパ王がベトナムの姫と結婚したために，チャ

ム人を守る力のある木を切り倒すことになり，これが

原因で王国が滅びたという伝説がある（Cf. Collins 

1996: 26-27）。この話についてカンボジアのチャム人

の友人に尋ねると，子どもの頃に祖母から聞いたこと

があるとのことであった。またベトナムでは，被征服

者の征服者に対する憤りを引き起こすからであろう

か，この伝説は政府にとってあまり都合がよくないも

のなのかもしれない。ベトナムのチャム人に聞き取り

をした際，ベトナム側の奸計にチャムパ王が騙された

 
という部分がはぶかれており，筆者が問いただすと，

ベトナム政府による歴史の説明に従ったとのことで

あった。筆者がチャムパ王家の末裔を訪れた際，この

伝説について尋ねようとしたところ，ベトナム人（マ

ジョリティのキン族）の通訳が「それはやめた方がい

い」と言い，尋ねることができないということもあっ

た。 

（42） イマーム・サンに属す著述家のウソス（?m/20130524） 

も同じような話を詳細に語ってくれた。それによれ

ば，イマーム・サンが未来を占ったり，人を呪い殺し

たりできることに王は関心を持ったという。 
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